
令和５年度 未来型図書館に関するアンケート調査結果

集計期間 令和5年7月20日（木）～ 令和6年3月31日（日）

有効回答数 56

アンケート設置先 21ヵ所（図書館・博物館・公会堂ほか市内各所）



あなたは、誰と一番多く図書館を利用しますか。または利用したいですか。

項目
年代 10代未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

回答数 1 1 4 19 11 10 6 4 

一人 34 1 1 3 9 5 7 5 3 

配偶者 3 0 0 0 0 1 1 1 0 

父母 1 0 0 1 0 0 0 0 0 

祖父母 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

兄弟姉妹 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

子ども 15 0 0 0 9 5 1 0 0 

孫 2 0 0 0 0 0 1 0 1 

友人・知人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 1 0 0 0 1 0 0 0 0 

電子書籍を利用・購入したことはありますか。

項目
年代 10代未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

回答数 1 1 4 19 11 10 6 4 

全くない 20 1 1 0 4 3 4 3 4 

ほとんどない 14 0 0 3 4 3 2 2 0 

たまにある 13 0 0 1 6 4 2 0 0 

よくにある 9 0 0 0 5 1 2 1 0 



アンケート結果より

このアンケート調査では、未来型図書館の整備に向けて、具体的な機能やサービスなど幅広くご意見を募集しました。

56名の方々から、未来型図書館で「このような活動をしてみたい」、「このような機能やサービスがほしい」など、未来型図書館に関する期待やご意見、

アイデアなどたくさんの回答をいただきました。図書館機能（知の集積）の充実をはじめ、「個の活動」や「くつろぎ・居場所」などの機能を求める声も多い

ことがうかがえます。

引き続き「こまつリビングラボ」における市民の皆さまとの対話やアンケートを活用しながら、ともに未来型図書館づくりを推進してまいります。

当アンケートについては、令和6年度も引き続き実施しておりますので、ぜひ、ご意見をお寄せください。

次ページより皆さまからいただいた自由意見を掲載しています。（掲載にあたり、一部抜粋・補正対応しています）

以下から重要と思われるものに、最大3つチェックしてください。

項目
年代 10代未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

回答数 3 2 11 56 33 29 18 12 

知の集積 38 1 0 2 14 6 6 6 3 

「個」の活動 30 1 1 3 9 6 5 2 3 

くつろぎ・居場所 30 1 0 1 5 8 6 5 4 

施設・地域連携 6 0 0 0 2 1 3 0 0 

知・文化の共有 9 0 0 1 2 2 1 2 1 

地域資源の集積・編集 11 0 0 1 4 4 1 1 0 

体験の共有・交流 7 0 0 0 4 1 2 0 0 

活動支援 6 0 0 0 4 1 1 0 0 

子育て支援 14 0 1 1 7 2 2 0 1 

創造 6 0 0 1 2 2 1 0 0 

表現・発信 4 0 0 1 1 0 1 1 0 

共創 3 0 0 0 2 0 0 1 0 



全体

〇図書館は本を保存する施設だということを忘れないでほしい。最近はガラス張りのおしゃれな図書館が流行りだが、本が日に焼けてしま
い、夏は暑く冬は寒い。図書館は静かに本を読める場所であってほしい。

〇まずは本を読むことが楽しくなる場所。
〇石川県立図書館がまさに理想。特にキッズコーナー（遊びの空間の中に本がたくさんある）／坂道を登る途中に、いろんなコンセプトの本
の紹介が楽しくされており興味をかき立たされる、本に興味がなかった人でも、楽しくなる工夫がされている／充実した学習スペース（特
に、一人で学習できるスペースがたくさんあり、それぞれの場所で椅子や机のデザインも異なっていてとても楽しい）こんな図書館がぜひ
小松に早くできてほしいと期待している。

蔵書数・蔵書の選定

〇小松は小松ならではの文化、国際交流などの視点も踏まえると楽しい図書館ができると期待している。また、デジタルもいいが、やはり手
に取れる本のほうが、読み終えた後の満足感が大きいように思う。

〇電子書籍を全面的に採用してほしい。
〇市内外の方など多くの人が利用したくなる様な斬新な図書館。外観はもちろん扱う書籍も多いこと。

蔵書の種別
〇魅力的で人気のある雑誌を置いてほしい。いつ見ても誰にも貸出されてないようなものも。
〇医学関連の書籍を充実させてほしい。

展示・配架
〇目的の本に辿り着くのが大変ではないように探しやすい並びにしてほしい。
〇著名人が薦める書籍を集めた本棚を作ってほしい。多分野にわたる著名人別に本棚を作ってくれると嬉しい。
〇開架書籍を多くしてほしい。ゆったりした雰囲気が欲しい。

貸出・返却

〇現在、自分の過去の貸出データの履歴照会を申し出ても「データが無い」と言われ、理由は「個人情報保護」のためとのことである。システ
ムには履歴を全く残さないことはありえないと思う。なぜなら全体の傾向の把握分析は図書館としての基本的な必要業務であり、カード
にパスワードを設定し、本人だけのサービスにできると思う。 自分が過去に借りた本の名前や傾向などについて知りたいと強く思う。新し
い図書館では、ぜひ上記のサービスを提供できるようなシステムを構築・運用されるよう望む。

〇視聴と貸出ができるDVDを定期的に新しいものに更新してほしい。
〇新聞が２部あると嬉しい。
〇電話やメールで連携図書館から書籍の貸出ができると便利。
〇予約本が貸し出しできるようになったら案内メールが送付されると良い。
〇ドライブスルーで予約の本の受取ができるとありがたい。赤ちゃんがいて、寝てしまっても本だけを
借りに行きたい。返却だけの時に、外のポスト返却ができるとありがたい。

エリア・席 〇読書スペースを多く確保してほしい。

図書館機能・サービスについて



ＩＣＴ活用

〇市内大型書店のように本の場所をモニター検索できると便利。
〇本の通帳やかわいい読書記録ができるアプリ。
〇どのような本を読んだかわかる通帳や、小松市で行われる体験教室などを検索できるタッチパネル、図書館まで歩いたらメダルがもらえ
るアプリ。そこに行けば何か楽しいことが待っていると嬉しい。

〇Wi-Fiを入れてほしい。

行事・イベント 〇ビブリオバトルなど本に関する知識が広がる機会を得られる企画を充実してほしい。

読書支援 〇移動図書館は、時間も限られ返却ポストも無いため、利用しづらい。

その他 〇公会堂も取り壊されるらしいので、図書館内に自販機がほしい。

図書館機能・サービスについて

ご意見等への
回答

〇図書館機能は未来型図書館の核となる機能として捉えています。蔵書数の拡充はもとより、未来型図書館が捉える情報は紙の媒体に
限らず、デジタルの情報や地域の文化、観光、まちの人なども重要な情報であることにも留意し、蔵書の新鮮さの維持・更新に係る費用
も踏まえ今後も継続的に検討していきます。また、開架書架（本棚）については、新しい発見や想像力を沸き立たせるテーマ性のある構
成とし、ワクワクするような空間づくりを目指します。また、閲覧スペースについては、閲覧席の充実を図るとともに、明るくゆとりのあ
る空間や遊び心を持たせた空間など様々なコンセプトの空間づくりを目指します。

〇貸出履歴については、現在、資料自体の貸出履歴は保存されていますが、個人の貸出履歴については、プライバシー保護の観点から、
システム上、確認ができない仕様になっています。しかしながら、プライバシー保護に配慮したうえで、本人が自身の貸出履歴を閲覧で
きるサービスを提供している事例もあることから、未来型図書館における導入について検討課題とします。

〇現在の小松市立図書館にも公衆無線LANは導入されていますので、ご利用ください。
〇ビブリオバトルの開催については、小松市ではこれまで小学生・中学生・高校生版ビブリオバトルを開催してきました。一般の方を対象
としたビブリオバトルの開催も検討し、あらゆる世代のみなさんにとって新たな本と出会える機会やコミュニケーションが生まれる場の
創出にも取り組んでいきます。

〇貸出や予約などのサービスについては、県内の図書館との相互貸借のサービスもありますので活用ください。その他、アプリなどのデ
ジタル技術も活用し、市民の皆さんにとって便利なサービスの提供を目指すとともに、施設で快適に過ごせるような環境整備に向けて
引き続き検討を進めていきます。



図書館機能以外の機能・サービスについて

全体
〇小松市特産品の販売や展示、レストラン、カフェなど。
〇みんなが居心地のいい施設になるといい。金沢海みらい図書館のようになると嬉しい。
〇石川県立図書館みたいな図書館がいい。

子育て支援

〇託児サービスで子育て中の親がゆっくり自分の本を探したり読んだりする時間がつくれると良い。
〇子どもが安心して遊べたり、映像を見る場所がある。その後ろから、子どもを見守り見ながら本が読め、くつろげる場所。別の場所では、
ゆったりと大人だけで本とコーヒーを楽しむ場所がある。

〇安全に子ども達が集まり、周りの大人に見守られながら、本を読んだり、何かを作ったりして過ごせる場所。大人も子どもも何かを学べる
教室が催され、楽しく学べる場所であるといい。

〇未来型図書館では、子育て支援や音楽文化の活性化を目的に、親子参加のリトミックやリズムベビーマッサージなどのイベントを開きたい。
生後3ヶ月頃から3歳頃の子ども対象なので、裸足でハイハイできる、20名程度が動ける部屋が理想。

「個」の活動
（学習・個室スペース）

〇現小松市立図書館は幼児と母親のためのスペースが児童書コーナーの奥にあり、中高生以上がよく使用している学習スペースが西口玄
関近くにある。その中間にあたる保護者がいなくても小学生が図書館の本を参考にしながら調べ学習や知的活動をする事ができるスペー
スがあったらいい。小学生でも図書館のマナーを守れる子どもは多く、豊かな創造力でのびのびと何かをできる安全な場所をぜひ提供し
てほしい。

〇学習スペース、キッズスペースは図書館とは別でしっかり確保してほしい。小さな子連れでも気兼ねなく本を読んだり遊べる場所があると
嬉しい。

〇学生が自習しやすい区切られたスペースがほしい。
〇学生が静かに勉強をできる場所。
〇静かにするエリアと会話ができるエリアが分かれていると良さそう。キッズスペースだけではなく、学生や大人が友人同士で教え合ったり
して学習出来るスペース。

〇ディスカッションなどができる、個室型のフリースペースがほしい。
〇個々人が音読できるルームがあると良い。ヘッドフォン用の機材を導入して他人に影響の無いようにしなければならないが小学生には音
読の宿題などがあり、演劇を目指す方には台詞の練習になる。高齢者にとっては、声を出すことによって喉の鍛錬、認知症防止につながる
のではと思う。

〇個人スペースは籠れるようなスペースにしてほしい。自分だけの空間でゆっくり本を読める場所がほしい。
〇オンライン会議などに利用できる個室ブースもあるとよい。
〇単に知識や教養を深める場所というだけでなく、学校・家庭・職場以外で自分のしたいこと、やりたいことに集中できる場所になってほし
い。5.6人が利用できる会議室（有料）があると嬉しい。

〇学習スペースには各机にコンセントがほしい。
〇ノートPC用の拡張モニターがあれば嬉しい。



図書館機能以外の機能・サービスについて

創造
（ティーンズ・

工作・演奏等スタジオ）

〇小松をよくする＝高校生など若い人達が知識を得られる施設と考える。若さゆえにクローズな若者にもっとオープンに情報を伝えてあげ
られる施設。いろいろな大人が、情報を与え若者が視野を広げられる、知識を得る、探究するきっかけを。ネットでだけでは得られない本、
雑誌等の書籍による深くて正確な学びの体験が得られる施設。「地域のため」という共通項、行動理由で一般の大人がオープンに若者の役
に立ち、自己肯定やエンゲージメントが向上し充実感を得る。外に出て行く、外から来ている若者を地域で応援する。それが小松に色んな
形で帰って来る。このような循環の生まれるベースになるような施設がいい。

〇小松市は歌舞伎をはじめ、吹奏楽、合唱、ピアノ、和楽器、演劇など、県内でも芸術が特に盛んな市だと感じている。そして、特に芸術に
よって心が豊かになったり、人と人とのつながりが生まれたりと、未来を担う子ども達を小松市で育てていくには、芸術はとても大きな役
割を果たすと思う。そこで、小松市立図書館と公会堂が建て替えとなれば、より多くの市民に開けた芸術センターのような施設を希望す
る。クラシック演奏に適した音楽ホール／大規模編成の合奏や演劇の練習等が可能なリハーサル室×４部屋ほど／個々の練習に適した練
習室 ×２０から３０部屋ほど／多くの分野の書籍、映像資料、試聴室をもつ図書館。

知・文化の共有
（交流スペース）

〇様々な人とコミュニケーションが取れるようなスペースがあるとよい。（a.お年寄りと子ども b.在住の外国人と市民 c.文化的活動をして
いる人と市民 d.妊婦と経験者 e.子育て中の市民同士）

〇男性同士での対話の場を企画・継続開催してほしい。”そういう場がある“ことで、人と交流したい男性の足も向きやすくなり、自立支援的
な作用にもつながる。男性のコミュニケーション力が上がって横に繋がれるようになることで、権力勾配のある人間関係が緩和されていき、
未来型図書館自体にも横につながった男女が多く集まるようになると思う。

体験の共有・交流
（会話・飲食等）

〇カフェやスポーツジムも併設して休日を有意義に過ごせる空間。
〇芦城公園が隣りにあるので一望できるようなスペース(カフェ等も)があれば良い。
〇ちょっと休憩できるカフェがあるといい。本の持ち込み可ならなお良し。人を気にせずゆっくり過ごせる空間。
石川県立図書館の空間はステキ。

〇飲食可能スペースがほしい。
〇居心地良く読書を楽しめる空間(コーヒーを飲みながら長時間過ごせる)。

災害関係
〇被災者受け入れスペース。最近は地震、津波、洪水等の災害が多くなってきている。小松市で災害が発生がした場合の被災者の受け入れ
ができる施設でもあってほしい。

その他

〇小松市の企業や個人から集めた端材を利用できる／木工、絵画他いろいろ教えてくれる達人がいる日／謎解きをして小松を知り、スタン
プを集めたり、缶バッチを集めたり、何度も行きたいと思える仕組み

〇絵画（レプリカ）の貸し出しをしてほしい。新潟市の西川図書館というところでそのようなサービスを受けたことがあり、すごく良くて毎月
利用していたので、小松市の新図書館でもそういったサービスがあるといい。

ご意見等への
回答

〇これまでの市民ワークショップやリビングラボにおいても、キッズルームや個人スペースなどの充実に関するニーズが高いと捉えてお
り、基本構想（令和４年度）や事業方針（令和５年度）においても新たに求められる機能として整理しています。

〇若者（ティーンズ）が気軽に集い、交流や勉強ができる空間づくりも重要であると考えており、「ティーンズスタジオ」の導入も検討して
います。若者に限らずあらゆる世代の方が交流し、学びや知識を得ながらまちの活性化に繋がるような好循環が生まれる施設を目指
します。

〇また、未来型図書館の導入機能について、民間事業者が担うことで、より効果的・効率的に運営・サービス展開が期待できる機能（カ
フェなど）は、民間機能（民間収益施設）として整備することが考えられます。これまでも、民間事業者のみなさまとの対話を通じ、ユ
ニークな発想やアイデアによる提案をいただきながら検討を進めてきました。引き続き、民間事業者のみなさまやリビングラボなどを
通じて新たに求められる機能・サービスの具現化を図っていきます。

○小松市公会堂の機能のうち、大ホール（屋内型劇場）機能については、現行の都市公園法などの制限を受けることや多面的な機能の確
保などの観点から、未来型図書館には導入できない状況です。



運営について

開館日・時間
〇週に２回ぐらいは夜の8時ごろまで運営してほしい。（運営には人手が必要だが、積極的に市民ボランティア、学生ボランティアを活用。な
るべく年代の異なる人との交流ができる）

職員対応

〇利用者対応をしっかりできる人を配置してほしい。
〇白山市と小松市で学校司書をした経験がある。学校図書館と公共図書館の連携を強化し、図書館教育をより充実したものにしてほしい。
具体的には、白山市の松任図書館に設置してある学校図書館支援センターと同様の施設と職員を設置して欲しい。学校図書館支援セン
ターには学校図書館の運営をサポートするための専任スタッフが常勤しており、週2回の配送の準備や学校図書館のための選書、学校司
書からのレファレンスに応じたり様々な仕事をしている。とても良い仕組みなので是非視察して取り入れて欲しい。

〇ブックコンシェルジュがほしい。
〇働く人も快適な図書館がいい。
〇基本構想では必要と思われる役割”に“知の集積”を掲げている。図書館という施設がその役割を担うためには、図書館で働く人たちが知
識と経験を活かせる職場環境や、雇用形態であるべきだと思う。市民に図書館が魅力的な施設だと思ってもらうためには、図書館員が「図
書館を魅力的な施設と思ってもらえるよう努力しよう・工夫しよう」という向上心が必要ではないか。世間では(自分の身近な人間でも)
「図書館員は素人でもできる」「図書館は貸本屋だ」という認識を持っている人は少なくない。ぜひ、図書館で実際に働く人たちの意見や、
働きやすさも視野に入れてほしい。

施設整備について

設計・建築

〇明るい図書館であってほしい。
〇日当たりの良い建物にしてほしい。
〇障害者目線での設計をお願いしたい。車椅子の体験が無いまま設計するとどのような場合に車椅子だと不便なのかがわからない。例えば、
トイレの中の消毒クリーナーの位置だけでも車椅子に乗ったままだと届かない様な場所に設置されている事が多い。障害者が使いやすい
と言う事は、誰もが使いやすいと言う事だと思う。
〇図書館に馴染みのない人でも入りやすいオープンな建物。
〇快適に施設で過ごせるように空調設備を整えてほしい。
〇見た目やデザインばかり重視するのではなく湿気、温度をしっかり管理できる施設にしてほしい。

その他
〇クラシックを流してほしい。
〇入った瞬間から厳かな雰囲気で歴史を感じられる図書館にしてほしい。

ご意見等への
回答

〇開館時間などについては、令和６年度の「基本計画」づくりの中で検討していきます。
〇運営については、ボランティアなど市民参画による運営も重要なテーマであると考えています。小松市では、令和４年度より未来型図
書館の企画・運営を支える人材を育成するため、子ども司書養成講座や図書館エディター養成講座を開講しており、市民の皆さんが活
躍できるような施設づくりを目指していきます。

〇レファレンスやレフェラルサービス（利用者からの情報の要求に対して、その分野の適切な専門家や専門機関に照会して情報を入手し、
提供するサービス）は人と情報を繋ぐうえで重要なサービスであると考えています。未来型図書館は、図書館におけるサービスに限ら
ず訪れる方と「人・モノ・コト・場所」などの地域資源を繋ぐハブとなるような拠点を目指しており、運営体制については引き続き検討を
進めていきます。

ご意見等への
回答

〇バリアフリーやユニバーサルデザイン、環境に配慮した施設整備も重要であると捉えています。あらゆる人にとって使いやすく、快適で
やさしい施設整備に向けて取り組んでいきます。



駐車場・交通アクセスについて

駐車場・交通アクセス

〇駐車場を確保してほしい。
〇機能を詰め込み過ぎず、採算性の見合うもの。多くの人に利用してもらうなら、駐車場の確保が必要。環境に配慮した持続可能なものを。
〇多くの人が車で来る事が予想される。十分な駐車スペースが必要。屋上に駐車スペースをつくる事で津波対策にもなるのではと思う。
〇市民と県外客が有意義な時間を過ごせるよう、駐車場を確保してほしい。通学する自転車の安全のために、道路幅の確保。既存駐車場（駐
輪場）エリアの有効活用。

〇未来型図書館の立地場所は、駐車場がせまく使いづらいので、増築してほしい。郊外から行くには周辺の道路事情も悪い。市役所前の交差
点に信号機がないと、歩行者は危険で利用しづらい。

〇現在の図書館は、市役所や周辺施設と駐車場を共有しているイメージで、車では大人数集いにくい課題があると思う。駐車スペースの確
保と共に、図書館も今よりもっと開放的な広い施設になると、印象が明るくなり足を運びたくなると思う。

〇根上図書館を利用している。理由としては、駐車場が広く、図書館内も広く、新しさもあって、小松市民であるが、便利でよく利用しており、
小松の図書館も、百年先まで考えてみてはどうか。公会堂跡地で無理と考える。小松工業高校近くか、または、市立高校南側バイパス横ま
たは、木場潟公園隣接地では無理か。街中中心で(箱物は)考えるのは変えてほしい。

周辺との連携について

施設連携

〇現行の複数箇所の施設と連携し、市全体で、魅力ある図書館へ。
〇街なかの本屋さんが閉店していくなかで、新しい図書館には、地元の本屋さんを併設し、共存することで、相乗効果が出ると思う。例えば、
今も図書館で雑誌を読むことができるが、古い雑誌は図書館、最新刊は本屋さんにすればと思う。ベストセラーも同様な考え方で、共存で
きると思う。

〇小松駅に返却ボックスを設けるのはどうか。小松駅を経由し、電車・バスを利用する市民、近隣地域の利用者の利便性が向上し、貸出利用
率が上がるのではないか。回収日は週2,3回など、図書館が負担のないよう設定するといいのではないか。

ご意見等への
回答

〇駐車場の整備についても、利便性向上のため重要な課題であると捉えています。現在、新たな駐車場の確保として、既存市役所駐車場
に立体駐車場の整備を検討しています。敷地面積や敷地形状、市役所利用者の利便性の観点から、市役所前での整備を想定しており、
必要台数については引き続き検討していきます。

○立地場所については、令和３年度に選定した７ヶ所について、令和４年度の基本構想策定において、「未来型図書館のビジョン・コンセ
プトとの親和性」や「公共施設マネジメント推進」など５つの観点から「芦城公園周辺」が最適なエリアであると意見集約され決定しまし
た。令和５年度には、具体的な立地場所として、老朽化等が課題の芦城公園の既存施設の集約・再編などと一体的に事業を進める観点
や芦城公園の景観を活かした施設配置の観点などから公会堂跡地を選定しています。

ご意見等への
回答

〇令和５年度の第４回こまつリビングラボでは「未来型図書館と周辺との連携やまちの回遊性向上」をテーマにワークショップを開催しま
した。未来型図書館は、「こまつを編む」「こまつを巡らす」のビジョンのもと、まちの「人・モノ・コト・場所」をつなぎ、新たな価値を生み
出し ていく役割を担っていくことが期待されています。引き続き、周辺との連携などの視点を大切に、利便性・回遊性の向上に向けた
検討を進め、魅力ある施設づくりを目指します。



その他

その他

〇観光地域に必要なのはブランドづくりである。小松市にとってのブランドとは何かとなった場合やはり「歌舞伎」であろう。そこで未来型図
書館に歌舞伎の劇場を取り入れるのはどうだろうか。うららでは駅からの距離が近すぎて回遊されない。毎日、未来型図書館で歌舞伎を
上演することによって、小松中心市街地を回遊され、小松の魅力に触れてもらうことができる。ブランドが成立されているのに、それを感
じてもらうことができないのはかなりもったいない。
〇金沢の県立図書館を見て驚いた。興味がない分野の本も読みたくなるような並べ方、あちこちに人の目が気にならない椅子、ライトが使
る勉強デスク、何よりワクワクする空間が素晴らしく、ずっといたいと思う。また、カフェがあるのがとてもいい。毎回利用してしまう。

〇現在は空とこども絵本館は別施設だが、コストや管理面を考慮すると集約した方が良い。2階ないしは3階にフードコートなどのエリアを
設け、公園を上から眺められるように花見の季節など利用者増加を図る。市役所職員や周辺の利用者も望める。建設費用や毎年の保守費
用を想定し、市民に公開が原則。

〇「未来型図書館」という言葉・イメージが一人歩きしているように感じる。何故「未来型図書館」なるものを作る必要があるのかが良く分か
らない。市民から図書館に新たな具体的な機能を切望する声が多数あってそれに答えるという形での施設建設なら理解できるが、「未来
型図書館」という言葉・イメージありきで、これからその内容について市民の希望を募るというプロセスはなんとも理解しがたい。図書館は
広義の知的情報の収集・蓄積をし、それを利用者に提供するものというのが定義のはず。学究・学習・仕事や趣味娯楽においても「知的」と
いう基準から外れたものは、図書館事業としてなすべきものではないと考える。

貴重なご意見をいただきありがとうございました！

＜各種情報はこちらより＞

●未来型図書館に関するアンケートフォーム

https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/1009/mirai/15220.html

●未来型図書館の整備に向けた基本的な考え方について（令和６年３月作成）

https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/1009/seibi/16623.html

●「未来型図書館を共に創る！こまつリビングラボ」

https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/1009/shimintotomoni/livinglab/15157.html

https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/1009/seibi/16623.html
https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/1009/shimintotomoni/livinglab/15157.html

